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①CCR5阻害剤

②ヌクレオシド系逆転写酵素阻害剤（NRTI）

③非ヌクレオシド系逆転写酵素阻害剤（NNRTI）

④インテグラーゼ阻害剤（INSTI）

⑤プロテアーゼ阻害剤（PI）

⑥カプシド阻害剤（CAI）

●現在※日本で承認されている抗HIV薬は6種類

現時点では、生涯にわたって内服が必要

抗HIV薬の種類

2023年8月に承認された新薬

※2024年3月現在



HIVの感染（増殖）経路
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CCR5阻害薬

作用機序① /抗HIV薬 CCR5阻害薬

DNA

HIVがCD4細胞に侵入する際に利用する
補受容体のCCR5を選択的に阻害し、HIVの侵入を阻害する。

出典：抗HIV治療ガイドライン2023



DNA

NRTI：逆転写反応に必要なHIV逆転写酵素と結合し、DNAに取り込まれた後にDNA鎖の伸長を停止させる。
NNRTI：HIV逆転写酵素の活性部位に結合し、酵素活性を阻害することで、逆転写反応を阻害しHIVのCD４細胞への

感染が成立できないようにする。

NRTI・NNRTI

作用機序② NRTI･NNRTI



NRTI NNRTI

出典：抗HIV治療ガイドライン2023

抗HIV薬（NRTI･NNRTI）

後発品も登場

注射剤も登場
(2022年6月発売)



作用機序③ PI

DNA

HIVのプロテアーゼ(HIVが機能するタンパク質になるために必要な酵素）の
酵素活性部位に結合し、その活性を消失させることで感染力を失わせる。

PI



抗HIV薬 （PI）

出典：抗HIV治療ガイドライン2023
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作用機序④/抗HIV薬 INSTI 

DNA

感染した細胞の染色体に組み込む最に利用するHIVインテグラーゼを
阻害することでHIVの増殖を抑制する。

INSTI

出典：抗HIV治療ガイドライン2023



抗HIV薬（CAI）

シュンレンカ®錠

シュンレンカ®皮下注

CAI

カプシドコア（RNAを包み込むタンパク質の殻）を中心に作用し、複数の機序を阻害する。

  カプシドを介した核内へのDNAの移行を阻害

 ウイルスの形成と放出を阻害
 カプシドコアの形成を阻害
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※2023年8月に承認

HIV DNA
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